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土
木

災
害
委 、

技
士
会

． 

第
2
回
合
同
会
議
聞
く

土
木
・

災
害
委、

技
士
会

円ITO n

築
を
確
認
し
た 。

ま
づ
角
を
見
せ
て
雄
鹿
の
近
寄

り
来

日
差
子

城
跡
と
い
ふ
も
原つ
ぱ
秋
田
傘

日
差
子

お
施
餓
鬼
の
禅
林
堂
の
僧
の
声

マ
サ
子

祝
事
（
ほ
ぎ
ご
と）
を
終
へ
て

今
宵
の
酔
芙
蓉

礼
子

追
伸
は
気
取
ら
ぬ
言
葉
梨
届
く

和
子

「
ふ
る
さ
と」
を
歌
ふ
子
の
声

秋
澄
め
り

文
代

月
に
吹
き
闇
に
奏
づ
る
尺
八
音

藍
子

折
鶴
も
朔
び
立
つ
ご
と
き
良
夜

か
な

文
子

赤
と
ん
ぼ一
緒
に
渡
る
歩
道
橋

ツ
ト

ム

月
あ
か
り
猫
悠
々
と
歩
を
伸
ば

す

．

泰
子

一
幅
の
墨
絵
の
や
う
に
霧
う
ご

く

十
四
男

歩
み
来
し
八
十
年
や
秋
深
し

た
つ
お

ひ
と
房
の
分
げ
合恥ゆ
甘
き
黒
ぷ

だ
う

冴
栄

突
然
に
柾
葉
濡
ら
す
雨
な
り
ぬ

孝
子

ち
ょ
う
い
た
い
油
だ
ん
禁
も
つ

粟
拾
い

（
小
六）
奈
々
美

事
務
所
農
川

叫

た
が

地
整
備
課
山

山

つ
て

の
井
上
等
叫

）
仙

、
災

氏
叫

史
課
長

…

向
劃

害
時

が 、
「
東
劃

久
叫

に
は

部
農
林
管
叫

木
即

、
地

青
劃
一

一

一

内
の
農
業
叫

剛
一

三
島
建－
霊宋
協
会
土
木・
災一
静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会一
域
を

農
村
整
い

影
仙
一
害
対
策
委
員
会
（
土
屋
龍
太
郎一
叫
周
年
記
念
事
業
等
を
議
題
と一
守
つ

備」 、
森
川

箱
一
一
委
員
長）
と
静
岡
県
土
木
施
工一
し
て
審
議
し
た 。
特
に 、
災
害一
て
い

林
経
営
課

一

み
…
一
管
理
技
士
会
三
島
地
区
（
佐
野一
協
定
で
は 、
対
応
強
化
に
向
け一
る
こ

の
山
田
達
川

曙
山
一
茂
樹
地
区
長）
は
八
月
二
十
七一
県
土
木
事
務
所
と
協
会
の
関
係一
と
を

司
課
長

一

M
…
－

目 、
三
建
中
会
議
室
で
合
同
会一
は 、
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急一
国
等

が 、
「
森
山

大
山
一
議
を
開
き 、
災
害
協
定
等
に
つ一
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定」
締一
の
関

林
基
幹
道
…

古
山
一
い
て
検
討
し
た 。

一
結
者
で
あ
る
と
同
時
に 、
受
発一
係
者

三
島
建
設
業
協
会
土
木・
災一
土
肥
戸
田

一

尚
一
一

冒
頭
土
屋
委
員
長
は
「
災
害一
注
者
で
あ
り 、
路
線
別
の
「
道一
に
説

害
対
策
委
員
会
（
土
屋
龍
太
郎一
線
の
事
業
岨

ろ
岬

一
こ

備
え
災
害
協
定
の
見
直
し
な一
路
維
持・
小
規
模
修
繕 、
道
路一
明
し

一

、
－

ま
噛

一
］

一

一

委
員
長）
と
静
岡
県
土
木
施
工一
計
画」

叫

で
山
一

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て一
維
持・
舗
装
補
修
委
託 、
道
路一
て
い

管
理
技
士
会
三
島
地
区
（
佐
野一
勝
部
裕
之
叫

醇
四

一
い
る
が 、
現
状
は
会
員
は
も
と一
維
持・
雪
氷
対
策
業
務
委
託」

一
く
必
要
が
あ
る
こ
と
や
緊
急
時

茂
樹
地
区
長）
は
八
月二
十
七一
検
査
監
…

ご

王
り
園 、

暴
関
係
者
に
十
分一
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る 。
し一
の一
斉
メ
l

ル
網
の
阜
期
の
構

目 、
三
建
大
会
議
室
で
静
岡
県一
が 、
「
農
仙

ス
劃

一
周
知
さ
れ
て
い
な
い 。
今
後
は 、一
a
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2－－

東
部
農
林
事
務
所
と
平
成
幻
年一
林
土
木
工
叫

ン
晶

一
業
界
内
の
意
見
の
す
り
合
わ
せ一

ト
L

一
事
6
件
の
計
回
件
の
中
か
ら
選

一

・

ラ
劃
一

1

一

号
ヨ町

一

度
農
林
土
木
技
術
研
修
会
を
開一
事
の
安
全

…

フ
劃
一
等
を
行
人
県
土
木
等
と
協
議一

准
E

一
ば
れ
た
受
賞
者
の
優
れ
た
施
工

き 、
百
人
が
出
席
し
た 。
冒
頭一
管
理
そ
の

一

子
叩
一

を
進
め
万
全
な
体
制
を
構
築
し一

埠
又

彰

一
と
管
理
技
術
を
た
た
え 、
広
瀬

で
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
土
屋
委一
1」 、

植
叩

覚
岨

一
て
い
き
た
い」
と
あ
い
さ
つ
し一

U
J

1
同

一
氏
に
対
し
て
は 、
「
効
率
的

員
長
は
「
公
共
工
事
は
発
注
者

富

豪
…

味
川
一
た 。
佐
野
地
区
長
は
「
メ
l

ル一

カ

涼

一
安
全
に
工
事
を
行
っ

た
こ
と
の

と
受
注
意
パ
ー
ト

ナ
ー

で
あ一
査
監
が 、
…

畑
町
一
に
よ
る
防山
訓
練
を
実
施
し
た一

人

部

一
他 、
地
盤
改
良
工
事
で
安
全
性

り 、
我
々
が
手
掛
け
る
公
共
工一
「
農
林
土
一

J
F
ス
ム
ー

ズ
で
な
い
部
分

旦

ノ

境

一
を
確
認
し
た
上
で
発
生
土
の一

事
は
官
民
が
連
携
し 、
安
全
に一
木
工
事
の

…

…
一
あ
っ

た
と
思
わ
れ
た 。A「
後
と一

2

環

一
部
を
埋
め

号 、
環
境
に
や
さ

こ
れ
が
評
価
さ
れ 、
表
彰
を
受一
そ
の2」
に
つい
i

て
講一
碍
続一

際
会
の
あ
い
さ
つ
で
ま

佐
野一

参
脱
者ま
質
望心
答
こ

お
1一

の
意
哉
の
高
揚
こ

向 、ブ
た
取
り一

ら

一
氏
に
対
し
て
は 、
「
現
場
全
体

け 、
次
の
仕
事
に
繋
が
り 、
経一
い
て
青
木
興
業
側
（
伊
豆
市）

言

葉 、
「
中
身
の
恥
い
研

？
活
発
に
配
見六
歳
し

J
忠一
組
み
を
行
っ

て
川

弘
い」
と一

設

く

一
の
総
括
と
し
て
工
程
管
理
を
徹

営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
の
循一
の
勝
目
恭
夫
氏
が 、
「
平
成
部一
修
会
で
あ
っ

た
の
で 、
会
社
で
五
聞
を
オ
ー

バ
ー

す
る
な
ど
実一
述
べ
た 。

一

圭

・

一
底
し
た
他 、
地
元
の
中
学
生・

環
型
を
目
指
す
も
の
で
あ
る」

一
年
度
森
林
基
幹
道
土
肥
戸
回
線一
の
伝
達 、
よ
り
良
い
仕
事
へ
の一
り
あ
る
研
修
会
で
あ
っ

た 。

一

会
議
で
は 、
①
農
林
土
木
技一

打

果

一
高
校
生
の
職
業
体
験
も
受
け
入

と
述
べ
た 。

一
3
工
区
（
M
繰
越）
工
事」
の一
活
用
を
お
願
い
し
た
い」
と
述一

一
術
研
修
会
②
災
害
協
定
③
土一

匹
ゑ

l’

一
れ
る
な
ど 、
地
域
と
の
円
滑
な

研
修
会
で
は 、
県
東
部
農
林一
技
術
発
表
を
行っ
た 。

一
ベ
た 。

一

一
木・
技
師
会
合
同
研
修
旅
行
④一

心
ド

一
関
係
づ
く
り
に
努
め
た」
と
そ

；
：
i

i

izzzggzzzZ2
222Z
2
22Z2
22
2

i

iZ
2
222

jzz
z

i
一

ノ

一
れ
ぞ
れ
評
価
し
た 。

h
E‘．

h
電
入
ガ
支一
締
年
パ
丸一

と」
を
目
的
に 、
外
部
講
師
を一
い」
と
し 、
「
市
と 、
指
定
管一
伊
豆
町
が
合
併
し
て
日
年
目
を一
げ 、
「
現
在
い
る
人
を
ど
う
す一

静
岡
県
く
ら
し・
環
境
部
は一

受
賞
工
事
は 、
広
瀬
氏
が
県

h1
11

1
h

開

園

氏

主
）

高
川
閉
山
中
珊一

室 、
学
び
の
場
を
設
け
た 。

一
理
者
で
あ
る
伊
豆
市
振
興
公
社一
迎
え
た
が 、
ま
だ
互
い
の
距
離一
る
か」
を
中
心
に
再
建
策
を一
八
月一
干
目 、
2
0
1
5
年
度一
営
住
宅
光
ヶ

正
団
地
A
棟
公
営

、
副
刷
V
Y
油
温
・
圃
略

む
k
草
川
い

主
協

2

忠一
セ
ミ
ナ
ー

を
終
え
る
と 、
受
講一
の
共
同
企
画
会
議」
を
立
ち
上一
感
葬
感
じ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
の
特一
練
っ

て
実
行 、
成
果
を
よ
げ
て一
の
公
営
住
宅
関
係
優
良
工
事
等一
住
宅
整
備
事
業
（
建
築）
工

＼ －

ト

一

位

五

一

郎

器

開一
口

頭
町一

時一

言

語

並

立

町

民

日一

読

む

5up一
目

提
唱

式
を
静
岡
市
内
で
開一

日
十
問

題

軒

’
F

ト

ド

、

じ

・
市f
h
g
Z
J
リ
ど
市
同一
持
ち
回
り
で
対
応
し
た
ら
ど
う一
イ
ベ
ン
ト

が
功
を
奏
し 、
8
月一
る
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
出
す
ベ一
ら
な
い」
と喜一
「
切
る 。

一

マ
優
良
工
事
1

社 、

言
葉
（
建
築）
工
事 。

駅
世
置
賜
随
胴
量．．

 
垣
内

ち

雌

ぃ

品
目

立
ド
な
豆
、一

か
と
Jつ

舌
が
持
主
が
り 、

一
の
来
訪
者

室
半
雨
天

21一
き 。
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を一

建
設
業
界

恥
し
て
は 、

一
技
術
者
2
人 、

－

司
凶
副
司
圃
闘
車
EE
圃
・
・
・
・
・

＝
闇
歴
県
z室長
印
ヰ
、
ン
長
伊

二

L

一

l
t

－

L一

一

一

区
a
圃
－
E
’
u
－
－
－
－
・

き

葬

略
城
電
o
ベ
人
ア
社
月
ザ

百
月
よ
り
即 、
実
行 。
来
訪
宣
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
対
前
年一
考
え
れ
ば 、
な
お
さ
ら
で
あ一
「
仕
事
を
す
る
際 、
与
え
ら
れ一
三
建
会
員
は
小

刷
国
町
圃
岡
崎U
M
－
－
周
回
・
・
・
・・

【
宮
信
社
ト

配
ク
役
2
ィ一

か
ら
は 、
「
ま
た
市
役
所
に
来一
度
比
3

割
増
を
果
た
し
た
が 、
一
る」
と
話
す 。

一
た
こ
と
を
粛
々
と
こ
な
す
だ
け一
野
建
設
の
広
瀬

市
政
全
般・
市
有
施
設
に
関一
日
付
で
就
任 。

一

就
任
後
に
ま
ず
目
標
と
し
て一
た
く
な
っ

で
な
く 、
一
つ
で
も一
章
隆
氏 、
村
上

時

完

注
目

立

弘

同
日

常

時

晋

京』 「

間

墨
付 」つ

記

全

て

は

人

か

ら

詩

語

金

持

訪
問
問

「
温
暖
な
気
候
で 、
穏
や
か
な一
る
ま
ち」 。
ま
ち
の
活
性
化
の一
い
ま
せ
』

い 。
こ
れ
ま
で
培
っ一
に
は
池
谷
広
部

人
を
育
ん
だ
土
地
柄
を
感
じ一
た
め
に
は 、
「
市
の
職
員
が
活一
の
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
感
じ
が一
さ
ら
な
る
集
客
に
向
け
て 、

一

今
ま
で
で 、
印
象
に
残っ
た一
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は 、
我
々
の
そ
れ一
長
か
ら
表
彰
状

る」
一
方 、
「
環
境
が
良
す
ぎ一
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い一
良
い」
な
ど
の
声
が
あ
り 、

一「
ユ
ニ
ー

ク
な
独
自
の
企
画
を一
仕
事
と
し
て
は 、
市
役
所
在
職一
よ
り
朗
ら
か
に
優
れ
て
い
る
は一
を
手
渡
し 、
栄

て
悩
ん
で
い
る
人
が
お
ら
ず 、
一
く
必
要
が
あ
る」
と
考
え 、
6一「
反
応
が
良
く 、
手
ご
た
え
を一
次
々
と
発
表
し
て
い
き
た
い」

一
以
前
の
テ
ル
メ
イ
ン
タ
ー

ナ一
ず」
と
呼
び
掛
け
る 。

一
誉
を
た
た
え

で
き
る
こ
と
を
全
て
や
り
切
ろ一
1
7
月
に
部
課
長
を
含
め
た
全一
感
じ
て
い
る」
と
言
う 。

一
考え
を
持
つ 。

－
シ
ョ

ナ
ル
ホ
テ
ル
や
伊
豆
シ
ャ一

趣
味
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ 。
出一
た 。

う
と
い
う
ム
ー
ド

に
欠
け
る
側一
職
員
を
対
象
に 、
わ
く
わ
く
お一

ま
た 、
ま
ち
を
元
気
に
す
る一

そ
し
て 、
対
外
的
に
は 、
「一
ボ
テ
ン
公
園
の
再
建
を
挙
げ一
身
地
で
あ
る
宮
城
県
と
東
京
都一

続
く
あ
い
さ

面
が
あ
る 。
気
持
ち
を一
つ
に一
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施 。
一
た
め
に
は 、
「
伊
豆
市
最
大
の一
『
伊
豆
は一
つ』
を
訴
え
て
い一
る 。
手
法
は
異
な
る
が 、
「
リ一
を
自
転
車
で
往
復
し
た
こ
と
も一
つ
で 、
池
谷
部

す
れ
ば 、
短
期
間
で
良
い
方
向一
「
町
全
体
で
『
ウ
ェ

ル
カ
ム・一
テ
l

マ
パ
1

ク
で
あ
る
『
修
善一
く
必
要
が
あ
る」
と
説
く 。

一
ス
卜

ラ
と
は
言
わ
な
い」
「
経一
あ
る
そ
う
だ 。

一
長
は 、
建
築
却

に
変
わ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て一
ょ
う
こ
そ』
の
感
謝
の
気
持
ち一
寺
虹
の
郷』
を一
層 、
活
性
化一
「
2
0
0
4
年
に
修
善
寺
町・一
費
削
減
と
は
言
わ
な
い」
「
投一

奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
3
人
で一
件 、
機
械
工
事

い
る」
と
語
る 。

一
存
表
に
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ一
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な一
土
肥
町・
天
城
湯
ケ
島
町・
中一
資
す
る
と
は
言
わ
な
い」
を
掲一
伊
豆
市
上
白
岩
に
お
住
ま
い 。
一
9
件 、
電
気
工












